
 
 

令和 2 年度第 2 回 (通算第 55 回) 
 

気象予報⼠試験 
 

学科試験 
予報業務に関する⼀般知識 

 
試験時間 60 分間(09:40〜10:40) 

 
【注意事項】  

全科⽬に共通の事項 
1 試験中は，受験票，⿊の鉛筆またはシャープペンシル，プラスチック製消しゴム，ものさしまたは

定規(分度器付きのものは不可），コンパスまたはディバイダ，⾊鉛筆，⾊ボールペン，マーカーペ
ン，ルーペ，ペーパークリップ，時計(計算･辞書機能付きのものは不可)以外は，机上に置かないで
ください。 

2 問題⽤紙･解答⽤紙は，試験開始の合図があるまでは開いてはいけません。 
3 問題の内容についての質問には⼀切応じません。問題⽤紙･解答⽤紙に不鮮明の点があったら⼿を

上げて係員に申し出てください。 
4 問題⽤紙の余⽩は，計算等に使⽤しても構いません。 
5 途中退室は，原則として，試験開始後 30 分からその試験終了 5 分前までの間で可能です。 

途中で退室したい場合は⼿を上げて係員に合図し，指⽰に従って解答⽤紙を係員に提出してくださ
い。いったん退室した⽅は，その試験終了時まで再度⼊室することはできません。 

6 試験時間が終了したら，回収した解答⽤紙の確認が終わるまで席を離れずにお待ちください。 
7 問題⽤紙は持ち帰ってください。 
 

学科試験に関する事項 
1 指⽰に従って，⿊の鉛筆またはシャープペンシルで，解答⽤紙の所定欄に⽒名，フリガナと受験番

号を記⼊し，受験番号に該当する数字を正しくマークしてください。 
2 解答は⿊の鉛筆またはシャープペンシルを⽤いて，解答⽤紙の該当箇所にマークしてください。他

の筆記⽤具では，機械で正しく採点できません。 
3 解答を修正するときは，消え残りがないよう修正してください。消え残りがあると，意図した解答

にならない場合があります。 
 
 

この問題の全部または⼀部を，無断で複製・転写することはできません。 
⼀般財団法⼈ 気象業務⽀援センター 
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問 1  ⼤気の構造について述べた次の⽂(a)〜(d)の正誤の組み合わせとして正しいものを，
下記の①〜⑤の中から 1 つ選べ。 

 
(a) ⽔蒸気を除いた乾燥空気における窒素，酸素，アルゴンの存在⽐は，地上から⾼

度約 80 km の中間圏界⾯付近までほぼ⼀定である。 
 
(b) 成層圏界⾯付近で気温が極⼤になるのは，主にオゾンが太陽からの紫外線を吸収

して⼤気を加熱するからである。 
 
(c) 対流圏界⾯の⾼さは，平均的には低緯度より⾼緯度のほうが⾼い。 
 
(d) 対流圏の温度減率は，平均的には約 9.8℃/km である。 
 

 

 
 
 

 
 

 
 
問 2  標⾼ 0m(気圧 1000hPa)の地点において気温 25℃，相対湿度 50％の空気塊を，標⾼

1000m(気圧 900hPa)まで断熱的に持ち上げた時の空気の相対湿度に最も近いものを下
記の①〜⑤の中から 1 つ選べ。なお，乾燥断熱減率，湿潤断熱減率はそれぞれ 10℃/km，
5℃/km とし，温度と飽和⽔蒸気圧の値は表のとおりとする。 

 
温度（℃） 10 15 20 25 30 35 40 

飽和⽔蒸気圧（hPa） 12.3 17.0 23.4 31.7 42.5 56.2 73.8 
 

 
 
 
 
 
 

 

  

 (a) (b) (c) (d) 
① 正 正 正 誤 
② 正 正 誤 誤 
③ 誤 正 誤 正 
④ 誤 誤 正 誤 
⑤ 誤 誤 誤 正 

① 61％ 
② 68％ 
③ 84％ 
④ 93％ 
⑤ 100％ 
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問 3  ⼤気の法則や関係式の組み合わせに関する次の⽂章の空欄(a)，(b)に⼊る語句の組み
合わせとして適切なものを，下記の①〜⑤の中から 1 つ選べ。 

 
⼒学や熱⼒学の法則や関係式を組み合わせることにより，気象に関する物理量の重

要な関係を導くことができる。たとえば，熱⼒学第⼀法則と静⼒学平衡の式などを組
み合わせることによって (a) を導くことができる。また，温度⾵の関係は，地衡⾵平
衡と (b) を組み合わせることにより導くことができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
問 4  雲の中の氷晶や雪の結晶について述べた次の⽂(a)〜(d)の正誤の組み合わせとして

正しいものを，下記の①〜⑤の中から 1 つ選べ。 
 

(a) ⼤気中の氷晶のほとんどは，−40℃前後の低温の雲の中で不純物を含まない⽔滴
が凍結して⽣成される。 

 
(b) 過冷却の雲の中で⽔滴よりも氷晶の⽅が速やかに成⻑する要因は，0℃以下では氷

の表⾯に対する飽和⽔蒸気圧が⽔の表⾯に対するそれよりも⼩さいからである。 
 
(c) 氷粒⼦が落下しながら過冷却雲粒を捕捉して成⻑する過程では，氷粒⼦の質量が

増加するほど，氷粒⼦の単位時間あたりの質量増加量は減少する。 
 
(d) 雲内で氷晶が成⻑して雪の結晶となるとき，結晶の形は，周囲の気温に依存する

が空気の過飽和度には依存しない。 
 

 
 
 
 
 
 
 

  

 (a) (b) 
① 乾燥断熱減率 静⼒学平衡の式 
② 乾燥断熱減率 ⾓運動量保存則 
③ ⼤気の状態⽅程式 静⼒学平衡の式 
④ ⼤気の状態⽅程式 ⾓運動量保存則 
⑤ 連続の式 静⼒学平衡の式 

 (a) (b) (c) (d) 
① 正 正 正 正 
② 正 誤 誤 誤 
③ 誤 正 正 誤 
④ 誤 正 誤 誤 
⑤ 誤 誤 正 正 



令 和 2 年 度 第 2 回 （ 通 算 第 5 5 回 ）  気 象 予 報 ⼠ 試 験 （ 学 科 ， ⼀ 般 知 識 ）  4 

問 5  地球の⼤気に関わる放射について述べた次の⽂(a)〜(d)の正誤について，下記の①〜
⑤の中から正しいものを 1 つ選べ。 
 

(a) 太陽放射エネルギーの約半分は可視光線域に含まれるが，太陽放射エネルギーの
スペクトルのピークは紫外線域にある。 

 
(b) 宇宙から⼤気層に下向きに⼊ってくる⻑波放射はなく，また宇宙へ上向きに出て

いく短波放射もない。 
 
(c) アルベドは⼤気上端における上向きの⻑波放射エネルギーを下向きの短波放射エ

ネルギーで割った値である。 
 
(d) 北半球の夏⾄の⽇の 24 時間に⼤気上端の⽔平な単位⾯積に⼊射する太陽放射エ

ネルギー量は，北極点の⽅が⾚道上の地点よりも多い。 
 

 
 
 
 
 
 

 
問 6  ハドレー循環の上層⾵のように⾚道から極向きに移動する空気塊を想定し，その運

動について述べた次の⽂章の空欄(a)，(b)に⼊る適切な式と数値の組み合わせを，下記
の①〜⑤の中から 1 つ選べ。ただし，⾚道における地球の⾃転速度を 470 m/s，  
cos30°=0.87，1/cos30°=1.15 とする。 

 
緯度φにあって，質量 m，東⻄⽅向の速度 U をもつ空気塊に対する⾓運動量保存則

は，地球の半径と⾃転⾓速度をそれぞれ R，Ωとすると， (a) = ⼀定，と表現できる。
⾚道上空で地表⾯に対し相対的に静⽌していた空気塊が⾓運動量を保存しながら北
緯 30°まで北上した時の地表⾯に対する東⻄⾵速は，この式に基づくと約 (b) m/s と
なる。 

 
 
 
 
 
 
 

  

① (a)のみ正しい 
② (b)のみ正しい 
③ (c)のみ正しい 
④ (d)のみ正しい 
⑤ すべて誤り 

 (a) (b) 
① m R U 60 
② m R (ΩR cosφ+U ) 60 
③ m R (ΩR cosφ+U ) 130 
④ m R cosφ(ΩR cosφ+U ) 60 
⑤ m R cosφ(ΩR cosφ+U ) 130 
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問 7  図は北半球の同じ緯度にある地点 A，地点 B，地点 C それぞれの 850hPa と 700hPa
の⾼度の⾵について，横軸 u を東⻄⽅向の東向き成分，縦軸 v を南北⽅向の北向き成分
としてベクトルで⽰したものである。この図について述べた次の⽂(a)〜(d)の正誤の組
み合わせとして正しいものを，下記の①〜⑤の中から 1 つ選べ。ただし，⾵は地衡⾵と
し，850hPa から 700hPa にかけての⾵向の変化は 180°以内とする。 

(a) 地点 A では，850hPa で地点 B，C に⽐べ最も⽔平気圧傾度⼒が⼤きい。

(b) 地点 B では，850hPa と 700hPa の間の平均気温は⽔平移流により上昇傾向にあ
る。

(c) 地点 C では，850hPa から 700hPa にかけて寒気移流場である。

(d) 地点 A〜C のうち，850hPa と 700hPa の間の平均気温の⽔平傾度が最も⼤きいの
は地点 A である。

(a) (b) (c) (d)
① 正 正 正 誤
② 正 誤 正 正
③ 正 誤 正 誤
④ 誤 正 誤 正
⑤ 誤 誤 正 誤

u

v

uuu

uu

vvv

vv

地点 A 地点 C地点 B

700hPa

850hPa
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問 8  図は，年平均した⼤気による熱の北向き輸送量の緯度分布を⽰したものである。この
図について述べた次の⽂章の空欄(a)〜(e)に⼊る語句や記号の組み合わせとして正しい
ものを，下記の①〜⑤の中から 1 つ選べ。 

⼤気による顕熱輸送はほぼ極向きであり，⾼緯度ではその輸送量は極に近づくほど
⼩さくなっている。つまり⾼緯度の⼤気を (a) していることがわかる。図の B，C の
緯度付近を極⼤・極⼩とする⼤気による顕熱輸送は，主に (b) によって担われ，A，
D の緯度付近を極⼤・極⼩とする⼤気による顕熱輸送は，主に (c) によって担われて
いる。⼀⽅，⼤気による潜熱輸送をみると，図の (d) 付近では蒸発した⽔蒸気が南北
両⽅向へ輸送され，図の (e) 付近では⽔蒸気が収束している。 

(a) (b) (c) (d) (e) 
① 加熱 ハドレー循環 傾圧不安定波 P と R Q
② 加熱 ハドレー循環 傾圧不安定波 Q P と R 
③ 加熱 ウォーカー循環 ハドレー循環 P と R Q
④ 冷却 ハドレー循環 傾圧不安定波 P と R Q
⑤ 冷却 傾圧不安定波 ウォーカー循環 Q P と R 

南半球

大気による顕熱輸送
大気による潜熱輸送
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問 9  ⼀般⾵の弱い晴れた⽇中における，平坦で地表⾯状態が⼀様な陸上の⼤気境界層の
⼀般的な特徴について述べた次の⽂(a)〜(d)の正誤の組合せとして正しいものを，下記
の①〜⑤の中から 1 つ選べ。 

 
(a) 接地境界層を除く⼤気境界層内では，⼤気が上下によく混合されているので，⾵

速は鉛直⽅向にほぼ⼀様になる。 
 
(b) ⽔蒸気は地表⾯から⼤気に供給されるので，相対湿度は接地境界層の上端から⼤

気境界層の上端まで⾼度とともに次第に減少する。 
 
(c) 接地境界層内では，温位が⾼度とともに減少する絶対不安定な状態が持続するこ

とがある。 
 
(d) ⼤気境界層内の気温は⽇の出から午後にかけて上昇するが，⼤気境界層の上端の

⾼度は，この間ほとんど変化しない。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

問 10 成層圏突然昇温について述べた次の⽂章の空欄(a)〜(c)に⼊る語句の組み合わせと
して適切なものを，下記の①〜⑤の中から 1 つ選べ。 

 
北半球では， (a) は通常，成層圏から中間圏の北極周辺は低気圧になり，北半球⾼

緯度では⻄⾵が卓越している。成層圏突然昇温は，この季節に北極周辺の成層圏を中
⼼に気温が短期間に急激に上昇する現象である。この現象は (b) により励起されたプ
ラネタリー波の伝搬が原因となっており，地衡⾵平衡の状態が崩れて⽣じた下降流に
よる断熱圧縮で引き起こされる気温の上昇は (c) ほど早く始まる。 

 
 
 
 
 
 

 

 (a) (b) (c) (d) 
① 正 正 正 誤 
② 正 正 誤 正 
③ 正 誤 正 誤 
④ 誤 正 誤 誤 
⑤ 誤 誤 誤 正 

 (a) (b) (c) 
① 寒候期 電離層の変動 下層 
② 寒候期 地形等の効果 上層 
③ 寒候期 地形等の効果 下層 
④ 暖候期 地形等の効果 下層 
⑤ 暖候期 電離層の変動 上層 
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問 11 気候変動について述べた次の⽂(a)〜(d)の正誤の組み合わせとして正しいものを，下
記の①〜⑤の中から 1 つ選べ。 

 
(a) ⼤規模な⽕⼭噴⽕により成層圏に放出された亜硫酸ガスが化学変化してできた微

⼩な液滴のエーロゾルが全球に広がると，⽇射を散乱するために気温が低下する。 
 
(b) 気温が低下して地球表⾯の雪や氷の⾯積が増⼤すると，アルベドが⼤きくなって

太陽からの放射エネルギーの吸収が減り，さらに気温低下をもたらす。 
 
(c) ⼤気中の⼆酸化炭素が増加すると，⼆酸化炭素が可視光線域に強い吸収帯を持つ

ために，太陽からの短波放射の吸収量が増えて気温が上昇し，地球温暖化が引き起
こされる。 

 
(d) 地球温暖化により永久凍⼟が融解すると，温室効果ガスのひとつであるメタンが

⼤気中に放出され，気温がさらに上昇する。 
 

 
 
 
 
 
 
 

  

 (a) (b) (c) (d) 
① 正 正 正 誤 
② 正 正 誤 正 
③ 正 誤 正 誤 
④ 誤 正 誤 正 
⑤ 誤 誤 正 正 
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問 12 予報業務の許可を受けるために気象庁⻑官に提出する予報業務許可申請書もしくは
それに添付する書類に記載が必要な事項 (a)〜(d)の正誤の組み合わせとして正しいも
のを，下記の①〜⑤の中から 1 つ選べ。 
 

(a) 収集しようとする予報資料の内容及びその収集⽅法 
 
(b) 現象の予想の⽅法及び適中率 
 
(c) 発表する予報を利⽤者に配信する施設の概要 
 
(d) 気象予報⼠の⽒名及び⽣年⽉⽇ 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
問 13 気象予報⼠について述べた次の⽂(a)〜(d)の正誤について，下記の①〜⑤の中から正し

いものを1 つ選べ。 
 

(a) 不正な⼿段により気象予報⼠試験に合格したために，試験の合格を取り消された
者は，以後最⻑ 5 年間は気象予報⼠試験を受けることができない。 

 
(b) ⽇本国籍を持たない者は気象予報⼠試験を受けることができない。 

 
(c) 気象予報⼠試験に合格し，気象予報⼠となる資格を有する者が気象予報⼠となる

には，国⼟交通⼤⾂の登録を受けなければならない 
 

(d) 気象予報⼠が，刑法の規定により罰⾦以上の刑に処せられたときには，気象予報
⼠の登録を抹消される。 

 
 
 
 
 
 
 

 

  

 (a) (b) (c) (d) 
① 正 正 誤 正 
② 正 誤 正 誤 
③ 正 誤 誤 誤 
④ 誤 正 誤 誤 
⑤ 誤 誤 正 正 

① (a)のみ正しい 
② (b)のみ正しい 
③ (c)のみ正しい 
④ (d)のみ正しい 
⑤ すべて誤り 
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問 14 気象業務法における⽤語の定義に関する次の⽂(a)〜(d)の正誤について，下記の①〜⑤
の中から正しいものを1 つ選べ。 

 
(a) 「気象」とは，⼤気(電離層を除く。)の諸現象をいう。したがって「気象」の観測

種⽬には，気圧や気温，相対湿度，⾵，雲が含まれる。 
 

(b) 「⽔象」とは，気象⼜は地震に密接に関連する陸⽔及び海洋の諸現象をいう。し
たがって「⽔象」には，降⽔現象や洪⽔，波浪，⾼潮が含まれる。 

 
(c) 「観測」とは，⾃然科学的⽅法による現象の観察及び測定をいう。 

 
(d) 「予報」とは，観測の成果に基く現象の予想の発表をいう。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
問 15 災害対策基本法における災害対策の基本理念について述べた次の⽂章の空欄(a)〜

(d)に⼊る語句の組み合わせとして適切なものを，下記の①〜⑤の中から 1 つ選べ。 
 

我が国の (a) に鑑み，⼈⼝，産業その他の社会経済情勢の変化を踏まえ，災害の発
⽣を常に (b) とともに，災害が発⽣した場合における被害の最⼩化及びその迅速な回
復を図ること。 

国，地⽅公共団体及びその他の公共機関の適切な役割分担及び相互の連携協⼒を確
保するとともに，これと併せて，住⺠⼀⼈⼀⼈が⾃ら⾏う防災活動及び (c) その他の
地域における多様な主体が⾃発的に⾏う防災活動を促進すること。 

災害に備えるための措置を適切に組み合わせて⼀体的に講ずること並びに科学的知
⾒及び (d) を踏まえて絶えず改善を図ること。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

① (a)のみ誤り 
② (b)のみ誤り 
③ (c)のみ誤り 
④ (d)のみ誤り 
⑤ すべて正しい 

 (a) (b) (c) (d) 
① 将来の気候変動 前提とする ⾃主防災組織 情報通信技術の発展 
② 地勢その他の条件 想定する 消防団 過去の災害の教訓 
③ 地勢その他の条件 前提とする 消防団 情報通信技術の発展 
④ ⾃然的特性 想定する ⾃主防災組織 過去の災害の教訓 
⑤ ⾃然的特性 想定する 消防団 過去の災害の教訓 
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